








































































































































しいデータ管理手法である。そこで、このモデルの名称を Joint ABBReviation 
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for Organizing WHIteBasE と名付け、この不可視境界線を JaBBRoW と称す
ることにした。
4．3．2　JaBBRoW モデルの定義
　JaBBRoW はハイパーグラフ ɢ の集合として、
 ɢ ＝ （Ｖ，ε）
で与えられる。ここで、εはハイパーグラフ辺を表し、
 ε ＝｛ Ｊ₀，Ｊ₁，Ｊ₂，… ∈Ｖ｜Ｊi ∩ Ｊj ＝ ₀，ｉ ≠ ʲ ｝
で与えられる。ここで、Ｊｋ（ｋ＝₀, ₁, ₂, …）が?つの不可視境界線 JaBBRoW を
表し、それぞれの JaBBRoW は互いに素な集合であり、複数の JaBBRoW が?
つのノードを重複して管理することはない。一方、Ｖ は JaBBRoW に内包され
た各ノードの集合を表し、
 Ｖ ＝ ｛Ｖ₀，Ｖ₁｝
で与えられる。ここで、Ｖ₀は個性の集合を、Ｖ₁は WHIteBasE の集合であり、
 Ｖ₀ ＝ ｛ ɪ₀，ɪ₁，ɪ₂，…｜ɪʲ ∈ Ｊｋ ならば ɪʲ ∈ Ｖ₀，ｋ ＝ ₀，₁，₂，… ｝
 Ｖ₁ ＝ ｛Ｗ₀，Ｗ₁，Ｗ₂，…｜Ｗｉ ∈ Ｊｋ ならば Ｗｉ ∈ Ｖ₁，ｋ ＝ ₀，₁，₂，… ｝









































　以下、現在の GEDCOM の特徴を整理するとともに、WHIteBasE とのデー
タ互換について考察する。
5．1．GEDCOM について








Tech ₂₀₁₂ conference において、the LDS Church が運営する組織である































　₃． で述べたように、WHIteBasE は、結びついた個性の ID と線分について、
それらが配置されている座標を管理している。また、JaBBRoW は、ユーザー
が縮退表示を求めた婚姻関係や世代に関連する個性の ID、WHIteBasE の ID、
および JaBBRow によって囲まれた対象範囲の縮小率の情報を管理している。










「Submittion」と い う 情 報 を 扱 え る よ う に な っ て い る が、こ れ は
「TempleReady」や「Ancestral File」といった特定の系図操作環境のために





























法を用いた系図表示 ─ 先行研究における横系図と付帯情報の実装調査 ─ 」『情
報処理学会第₇₄回全国大会講演論文集』pp. ₄?₅₄₁?₅₄₂, ?₂₀₁₂．₃．₈.?
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?WHIteBasE??, IEEE Int.  Journal of Computer Information Systems and Indus-
trial Management Apprications ?IJCISIM?, Vol. ₃, pp. ₂₈₀?₂₈₉, ₂₀₁₁
? S. Sugiyama, et. al., ?Displaying Genealogy with Various Layouts by Using the 
WHIteBasE?, IEEE Int.  Journal of Computer Information Systems and Industrial 
Management Applications ?IJCISIM?, Vol. ₆, pp. ₁₀₂?₁₁₅, ₂₀₁₃
? S. Sugiyama, et. al., ?Displaying Genealogy with Adoptions and Multiple Remar-




? ?A Gentle Introduction to GEDCOM?, http:??www.tamurajones.net?AGentleIntro 
ductionToGEDCOM.xhtml
